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１． 事業の概要 
１．１ 事業の目的と手法 
我が国においては大量の樹木が利用期を迎えていること等を背景に木材利用の機運が高まって

おり、地球環境の保全や地域再生の観点からも木材資源の活用が求められている。また、木に対

する国民の好感度は高く、過半を超える住宅は木造で建設されている。しかしながら、事務所、

商業施設等の非住宅用途の中大規模建築物については、木造で建設されるものは未だ少ない状況

にある。 
また、これらの建築物の木造化を普及していくためには、設計、施工を担う元請・建築大工を

対象とした設計・施工技術の向上が重要である。 

したがって、本事業では国内外における中大規模建築物の木造化の先行事例について広く紹介

を行う講演会のほか、建築物の耐震性等の向上のための講習会を開催し、中大規模木造建築物の

普及促進の機運を高めるとともに、元請・建築大工技能者の育成を目的とする。 

 
１．１．１ 中大規模木造建築物等の動向や設計・施工技術者の普及・広報 

（１）講演会の内容の企画調整 

東京、大阪において一般向けの中大規模木造建築物の普及を目的とした講演会を開催する。 

講演会の内容については、基調講演として平成 30 年度からの「非住宅・中大規模分野におけ

る木造建築の普及促進事業」における検討内容を、当該検討委員会の大橋好光委員長（東京都

市大学 教授）から紹介を頂くこととした。 

次にパネルディスカッションとして、委員会の委員の方々から海外における、先進的な中大

規模木造建築物による環境貢献の取組みに関する紹介をはじめ、低層大規模建築物から高層建

築物までの多様な用途、規模の建築物の木造化の取組みのほか、今後の展望について発表頂く

こととした。 

  

 （２）講演会の主催等 

  講演会の開催にあたり、関係機関、団体との連携・協力により、次の体制により開催する。 

 

 主催：公益財団法人日本住宅・木材技術センター 

 共催：一般社団法人木を活かす建築推進協議会 

 協力：国土交通省 

 後援：国土技術政策総合研究所、国立研究開発法人 建築研究所、日本商工会議所、公益社団

法人経済同友会、公益社団法人日本建築士会連合会、一般社団法人日本建築士事務所協

会連合会、一般社団法人日本建築構造技術者協会、一般社団法人中大規模木造プレカッ

ト技術協会、一般社団法人日本木造住宅産業協会、一般社団法人日本ツーバイフォー建

築協会、一般社団法人日本ＣＬＴ協会、一般社団法人 JBN・全国工務店協会、一般社団

法人新都市ハウジング協会、一般社団法人不動産協会、一般社団法人日本木造耐火建築

協会、日本集成材工業協同組合、一般社団法人建築性能基準推進協会 
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（３）講演会資料の作成等 

講演会の開催に向けて、講演会に用いる発表資料や参加者への配布資料等の講演会資料につ

いて作成し、所要部数の印刷のほか、講演会会場の設営に必要な各種機材の調達、設定等を行

う。 

 

（４）講演会の案内、出席者受付、開催運営 

広く講演会の開催について案内し、出席者の予約受付を行うとともに、講演会当日における

開催運営等を行う。 

 

（５）成果とりまとめ 

講演会における講演内容やパネルディスカッションの内容等について、発表資料とともに講

演会の成果物としてとりまとめる。 
 

１．１．２ 木造住宅の元請・建築大工向けの設計・施工技術等の普及・広報 

（１）講習会資料の作成等 

全国４都市余りにおいて、関係団体(一般社団法人 JBN・全国工務店協会、全国建設労働組

合総連合)の協力を得て、元請・建築大工を対象に木造軸組構法建築物の性能向上のための講

習会を開催する。 

講習会の開催に向けて、既往のテキストの活用のほか、講習会に用いる発表資料や参加者へ

の配布資料等の講習会資料について作成し、所要部数の印刷のほか、講習会会場の設営に必要

な各種機材の調達、設定等を行う。 

 

（２）講習会の主催等 

講習会の開催にあたり、関係機関、団体との連携・協力により、次の体制により開催する。 

 

 主催：公益財団法人日本住宅・木材技術センター 

共催：一般社団法人 JBN・全国工務店協会、全国建設労働組合総連合 

協力：国土交通省 

後援：国土技術政策総合研究所、国立研究開発法人 建築研究所、日本建築行政会議、一般社 

団法人日本建築学会、公益社団法人日本建築士会連合会、一般社団法人日本木造住宅産 

業協会 

 

（３）講習会の案内、出席者受付、開催運営 

広く講習会の開催について案内し、受講者の予約受付を行うとともに、講習会当日における

開催運営等を行う。 

 

（４）４号建築物設計図書 

 令和元年 11 月に建築士法施行規則が改正（令和２年３月１日施行）され、建築士事
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務所の図書保存の対象が拡大された。 

従来から４号建築物及び建築確認の不要な建築物であっても、建築基準法令等の定める

基準に適合することが義務づけられており、建築士は適切に設計し、構造安全性を確かめ

ることが当然に求められている。これまでも、建築士事務所の開設者には一定の図書の保

存が義務づけられていましたが、木造建築物の構造安全性を確かめるための重要な計算で

ある壁量計算、四分割法の計算及びＮ値計算に係る図書や、構造安全性を確かめることで

一部の仕様規定を適用しないこととするための構造計算等に係る図書については保存が義

務づけられていなかった。 

このような状況を踏まえ、仮に建築物に係る構造安全性について疑義が生じた場合であ

っても、構造安全性が確保されていることを建築士が対外的に立証できるようにするとと

もに、設計等業務の委託者の保護を図る観点から、建築士事務所の図書保存の制度が見直

され、全ての建築物について、配置図、各階平面図、二面以上の立面図、二面以上の断面

図、基礎伏図、各階床伏図、小屋伏図、構造詳細図、構造計算書等、工事監理報告書の

15 年間の保存を義務づけられた。 

本事業においては、これら保存図書のうち、木造 2 階建て建築物に係る基礎伏図、各階

床伏図、小屋伏図、構造詳細図、壁量計算及び四分割法の計算書並びに N 値計算の計算書

の例を作成し、ホームページで公表する。 

 

（５）成果とりまとめ 

講習内容について、発表資料とともに講習会の成果物としてとりまとめる。  

- 3 -



２．本事業の成果 
２．１ 実施一覧 

１．中大規模木造建築物等の動向や設計・施工技術者の普及・広報 

中大規模木造建築普及促進講演会については、講演会の内容検討、講演会資料の作成、当日の

開催運営に当たっては、「非住宅・中大規模分野における木造建築の普及促進事業」に係る学識

者、関係団体の実務者の参画を得て進めた。 

開催運営については、実績・経験を有する外部の民間事業者に業務委託して実施した。 

（１）委託内容 

 実施計画、配布物印刷、現場運営など、講演会の運営補助に係る業務を民間事業者へ委託

し、講演会開催に向けて準備を行った。 

 

（２）案内チラシの配布 

公益財団法人日本住宅・木材技術センターより 2000 部、一般社団法人 JBN・全国工務店協

会より 3000部のチラシを、関係団体への配布を行った。また、日本商工会議所、公益社団法

人経済同友会、一般社団法人日本建築士事務所協会連合会にチラシデータをメールで送り、関

係団体への周知を行った。(チラシ参照 P7～8) 

 

（３）申込みサイトの立ち上げ 

 公益財団法人日本住宅・木材技術センターのホームページにて、申込みサイトを立ち上げ広

く募集を行った。 

 

２．木造住宅の元請・建築大工向けの設計・施工技術等の普及・広報事業 

木造軸組構法住宅の構造計画講習会については、講習会資料の作成、当日の開催運営に当たっ

ては、元請・建築大工に係る関係団体の実務者の講師としての参画を得て進めた。 

（１）運営体制の構築 

 一般社団法人 JBN・全国工務店協会、全国建設労働組合総連合の協力のもと運営体制を構築

し、講習会の講師の準備、当日の講習会の運営を行った。 

 

（２）案内チラシの配布 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会、全国建設労働組合総連合にチラシデータをメールで送

り、関係団体への周知を行った。(チラシ参照 P10～13) 

 

（３）申込みサイトの立ち上げ 

 公益財団法人日本住宅・木材技術センターのホームページにて、申込みサイトを立ち上げ広

く募集を行った。 

 
２．２ 講演会での発表資料 

 講演会の開催概要は P5～6 のとおりである。なお、令和 2 年 2 月 26 日に政府より新型コ
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ロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、全国的なスポーツや文化イベントの実施自粛要請が

あったことから、予定していた講演会をすべて中止した。 
 
大阪会場 講演会次第 
 
＜開催日時＞   令和 2 年 3 月 16 日（月） 13：30～16：30 
 
＜会  場＞   一般財団法人大阪科学技術センター貸会場 大ホール 

（大阪市西区靱本町１丁目８-４） 
 

＜プログラム＞  
                                    （敬称略） 
13：30 開 会 
13:30～13:40 主催者挨拶 公益財団法人日本住宅・木材技術センター  

理事長 古久保 英嗣 
来賓挨拶 国土交通省  

13:40～14:40 基調講演 建築を大きく変える中大規模木造の今後の展望 
東京都市大学 大橋教授 

14:40～14:50 休 憩 

14:50～16:30 パネルディスカッション 
中大規模木造建築が拓く新しい建築 
～海外から我が国における様々な取組みまで、環境貢献と地域創生～ 
大橋好光 ： 東京都市大学 工学部建築学科 教授 
山代 悟 ： 芝浦工業大学 建築学部 教授 
平川正毅 ： レンドリース・ジャパン株式会社  

プロジェクト・ダイレクター 
功刀友輔 ： 一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会 理事 
逢坂達男 ： 一般社団法人日本木造住宅産業協会 技術開発委員長 
清野 明 ： 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 技術部会長 

 青木哲也 ： 一般社団法人 JBN・全国工務店協会  
中大規模木造委員会 委員長 

 飯島敏夫 ： 公益財団法人日本住宅・木材技術センター  
常勤理事兼認証部長 

16:30 閉 会 
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東京会場 講演会次第 
 
＜開催日時＞   令和 2 年 3 月 17 日（火） 13：30～16：30 
 
＜会  場＞   住宅金融支援機構 本店１階 すまい・るホール 

（東京都文京区後楽１丁目４−１０） 
 
＜プログラム＞  
                                   （敬称略） 
13：30 開 会 
13:30～13:40 主催者挨拶 公益財団法人日本住宅・木材技術センター  

理事長 古久保 英嗣 
来賓挨拶 国土交通省  

13:40～14:40 基調講演 建築を大きく変える中大規模木造の今後の展望 
東京都市大学 大橋教授 

14:40～14:50 休 憩 

14:40～16:30 パネルディスカッション 
中大規模木造建築が拓く新しい建築 
～海外から我が国における様々な取組みまで、環境貢献と地域創生～ 
大橋好光 ： 東京都市大学 工学部建築学科 教授 
山代 悟 ： 芝浦工業大学 建築学部 教授 
平川正毅 ： レンドリース・ジャパン株式会社  

プロジェクト・ダイレクター 
功刀友輔 ： 一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会 理事 
越海興一 ： 一般社団法人日本木造住宅産業協会 専務理事 
清野 明 ： 一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会 技術部会長 

 青木哲也 ： 一般社団法人 JBN・全国工務店協会  
中大規模木造委員会 委員長 

 飯島敏夫 ： 公益財団法人日本住宅・木材技術センター  
常勤理事兼認証部長 

16:30 閉 会 

 
 参加者募集のための講演会のチラシは次のとおりである。 
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２．３ 講習会での発表資料 
 講習会の開催概要は次のとおりである。 
 

【開催日】 2019 年 12 月 20 日 

【開催場所】 岡山県建設労働組合 

（岡山県岡山市北区駅元町 23-12） 

【講師名】 

戸田知治（(一社)JBN・全国工務店協会） 

鈴木圭（(公財)日本住宅・木材技術センター） 

 

【開催日】 2020 年 1月 14 日 

【開催場所】 カナモトホール 

（北海道札幌市中央区北 1 条西 1 丁目） 

【講師名】 

戸田知治（(一社)JBN・全国工務店協会） 

鈴木圭（(公財)日本住宅・木材技術センター） 

 

【開催日】 2020 年 1月 21 日 

【開催場所】 (公財)くまもと産業支援財団 

（熊本県上益城郡益城町大字田原 2081-1） 

【講師名】 

芳西直史（(一社)JBN・全国工務店協会） 

鈴木圭（(公財)日本住宅・木材技術センター） 

 

【開催日】 2020 年 1月 31 日 

【開催場所】 長野県建設労働組合連合会 

（長野県松本市宮渕本村 1-2） 

【講師名】 

津端英男(全国建設労働組合総連合) 

鈴木圭（(公財)日本住宅・木材技術センター） 

 

 
講習会開催にあたってのチラシは次のとおりである。 
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 次に各地で行った講習会で用いたテキストと配布資料を添付する。 
 

内容 開始ページ 

１章 テキスト解説編 15 

２章 テキスト演習編 63 

３章 耐震性向上のための留意点及び対策方法 88 

４章 最近の木造軸組構法住宅の基準の改正内容 120 
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３．本事業のアウトプット 
 中大規模木造建築物等の動向や木造住宅の元請・建築大工向けの設計・施工技術等の普

及・広報に向けて 2 種類の資料の作成を行った。 

アウトプット①：４号建築物設計図書作成 

アウトプット②：木造軸組構法住宅の構造計画講習会アンケート調査 

 

３．１ ４号建築物設計図書作成 
 4 号建築物設計図書の保存すべき図書の例として作成を行い、その内容をホームページへ

掲載し、広く公表した。 
ホームページへの掲載内容は次のとおりである。 

※ホームページリンク先：https://www.howtec.or.jp/publics/index/300/ 
 
次に作成を行った 4 号建築物設計図書の保存すべき図書の例を添付する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

内容 開始ページ 

基礎伏図、各階床伏図、小屋伏図、構造詳細図の例 130 

壁量計算、四分割法の計算、Ｎ値計算に係る図書の例 134 
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３．２ 木造軸組構法住宅の構造計画講習会アンケート調査 
 
 各地で行った講習会でのアンケート調査の集計内容を添付する。 
 

内容 開始ページ 

アンケート調査(岡山) 137 

アンケート調査(札幌) 141 

アンケート調査(熊本) 145 

アンケート調査(長野) 149 
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1)所属先

行政 0 0.0

評価期間 0 0.0

設計事務所 9 20.9

ﾊｳｽﾒｰｶｰ 1 2.3

工務店 20 46.5

ｾﾞﾈｺﾝ 1 2.3

木材関連 12 27.9

その他 0 0.0

計 43 100.0

その他：

構造 14 37.8

意匠 18 48.6

設備 0 0.0

その他 5 13.5

計 37 100.0

その他：設計、CAD、プレカットCAD、現場管理

１年以下 1 2.7

２年～５年 10 27.0

６年～１０年 7 18.9

１１年～１５年 4 10.8

１６年～２０年 7 18.9

２１年以上 8 21.7

計 37 100.0

適当である 36 87.8

長く感じた 5 12.2

短く感じた 0 0.0

計 41 100.0

適当である 21 84.0

長く感じた 4 16.0

短く感じた 0 0.0

計 25 100.0

3）都合がよい時間帯

平日昼 36 87.8

平日夜 3 7.3

週末昼 1 2.4

週末夜 1 2.4

計 41 100.0

１．受講者の担当業務について

木造軸組構法住宅の構造計画講習会アンケート調査（札幌）
2020年1月14日

2) 担当業務

3) 経験年数

２．セミナー全般について

1）講義時間について

2）演習時間について

構造

意匠

設備

その他

１年以下

２年～５年

６年～１０年

１１年～１５年

１６年～２０年

２１年以上

適当である

長く感じた

短く感じた

適当である

長く感じた

短く感じた

行政

評価期間

設計事務所

ﾊｳｽﾒｰｶｰ

工務店

ｾﾞﾈｺﾝ

木材関連

その他

平日昼

平日夜

週末昼

週末夜
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4）本セミナーの受講料について

適切である 34 81.0

高く感じた 5 11.9

安く感じた 0 0.0

わからない 3 7.1

計 42 100.0

5）今回のセミナーについて

非常に良かった 10 23.8

良かった 29 69.0

あまり良くなかった 3 7.1

良くなかった 0 0.0

計 42 100.0

6）本セミナーを受講された理由

・N値の勉強をするため

・木造に関わるため、構造の注意点を知るため。

・上司のすすめにより。

・木造軸組の理解度を高めたかった。

・住宅の構造計画について再度基礎を学ぶため。

・会社のすすめ。

・木造について知識を得たかった。（木造初めて）

・木造に関する知識は、自学独学によるものなので、その知識に間違いがないことを確認するため（前半）

　とても有意義でした（後半）

・知識向上

・改正の内容を知りたかった。

・木構造の整理

・筋違いについてくわしくなりったかったため。

・木造設計が多いから

・今後の仕事に役立てるため

・基本からもう一度学びたかったため。

・知識の補完

・業務の参考

・木造住宅壁倍率計算の新基準の確認。

・耐震性能向上の留意点と対策、壁倍率告示の改正内容が知りたかった。

7）セミナー受講後、ご自身に変化した点

・改めて確認できたり、新しい知識が増えて理解が深まった。

・理解が深まった

・決められていないことについて、設計者としての判断をする箇所が増えた。

・柱引抜金物や、壁量計算、筋交いのかけ方について理解を深めることができた。

・勉強になった。

・参考になった

・不明確だった箇所等を改めて確認できた。

・近日中に初めて木造住宅の確認申請に自信がついた。

・金物の選定なども業務で行えたらいいなと思った。

・分かりやすい説明もあったため勉強になりました。

・壁量充足率と壁倍率の関連性の確認。

・設計する際に１階２階の間仕切り壁合わせたいと思った。

8）現在仕事上でお困りごとや、お悩みの点

・意匠設計者と構造設計者の考え方の違い

・構造計算の勉強がしたい

・現場に行く機会がほとんど無いため、実際の納まり、施工例が写真などで見てみたい。

・注文住宅の業務が多いのですが営業担当の知識不足をどうカバーするのか悩みが多いです。

・今の会社で技術の社員が自分だけで人手不足なので、壁量計算等は外注の設計事務所に手伝ってもらっているが、

　以前ハウスメーカーに勤めている時は自分で行っていたので、本当は自分で設計したいと思う。

・不明点が発生した時に、問い合わせに答えて下さる窓口があると助かります。

・使いやすい計算しやすいソフトがわからない。

・梁断面を計算で求めることが自分でできない。

適切である

高く感じた

安く感じた

わからない

非常に良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった

- 142 -



9）今後取り上げて欲しいセミナーの内容

・許容応力度計算（札幌でも）

・構造計算

・北海道のおける木造住宅について

・構造の組み方で正否の理由

・枠組壁工法の構造計画

・もっと詳しい内容のセミナーや計算などを実際にやってみるセミナーなど。

・許容応力度計算を札幌で

・２月４日５日、２月１９日に東京で開催するセミナーを北海道でやってほしい。

理解できた 22 53.7

大体理解できた 16 39.0

やや理解できず 3 7.3

全く理解できず 0 0.0

計 41 100.0

理解できた 14 34.1

大体理解できた 22 53.7

やや理解できず 5 12.2

全く理解できず 0 0.0

計 41 100.0

理解できた 13 31.7

大体理解できた 24 58.5

やや理解できず 4 9.8

全く理解できず 0 0.0

計 41 100.0

2)第３章「耐震向上のための留意点及び対策方法」について

3）第４章「壁倍率告示の改正内容」について

1)第１章「木造軸組構法住宅の構造計画」について

３．講義内容について

理解できた

大体理解できた

やや理解できず

全く理解できず

理解できた

大体理解できた

やや理解できず

全く理解できず

理解できた

大体理解できた

やや理解できず

全く理解できず
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４．このセミナーを何で知りましたか。（いくつでも）

1 2.4

3 7.1

2 4.8

19 45.2

8 19.0

0 0.0

0 0.0

2 4.8

7 16.7

42 100.0
その他：建築士会、ﾋﾞﾙﾀﾞｰｽﾞ協会、会社にFAXが来ていたため。北海道住宅新聞

５.ご意見等
・休憩時間をもう少し長くしてほしい。
・前半に関して：今まで詳しく知らなかった内容だったので、大変ためになった。
　時間の関係上仕方ないのかもしれないが、講師の方が早口で聞き逃した部分もあった。
　（初歩的な講習会に参加すべき？）
　後半に関して：筋かいの入れる位置、かけ方など参考にしたいと思います。
・短時間であったが、内容が良く理解しやすかった。
・１月２月は忙しく、時期を考慮して頂けると助かる。
・セミナー内容を章ごとに事前に分かれば、必要な部分だけ参加したかった。

計

Yahooなどの検索サイトで検索して

住宅と木材（機関誌）で

知人からの紹介で

他団体が発行しているメールマガジン、ホームページで

その他

当センターのホームページを偶然見ていて

当センターのホームページを定期的に見ていて

当センターのメールマガジン

職場で

Yahooなどの検索サイトで検索して

住宅と木材（機関誌）で

知人からの紹介で

職場で

当センターのメールマガジン

当センターのホームページを定期的に見ていて

当センターのホームページを偶然見ていて

その他

他団体が発行しているメールマガジン、ホームページで
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４．参考資料

本事業において収集した、中大規模木造建築に関する既往資料の一覧を添付する。
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